
★無料法律相談のお知らせ

２月１４日(木)午後1時30分からです。

予約は、鈴木議員の携帯電話まで
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日本共産党羽村市委員会の活動などについてお知らせします。
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羽村駅西口

区画整理

どこから見ても現実的でない！

市のまちづくり案は見直しを 日本共産党

羽村民報原稿　０８年６月１７日

＜大見出し＞
羽村駅
西口
区画整理

どこから見ても現実的でない市の案は見直すべき
です

＜リード＞
　羽村市の６月議会が開会されています。来週の
２７日（金）には本会議の最終日をむかえます。
今回は、１０～１２日におこなわれた一般質問の
うち、鈴木たくや議員がおこなった「羽村駅西口
土地区画整理事業」についての質問についてご紹
介いたします。

★現在の地図→区画整理後の地図　を示そう

＜論点①　西口住民への驚くような負担＞
　羽村市は、住宅をどのように移動するかの「設
計図案」を住民に示しました。その中には驚くよ
うなものがあります。鈴木議員がとりあげたのは
、●図のケース。家がそのままでは入らない土地
へ移動してほしい、と市からの要求です。しかも
建て直し費用の一部しか市は出さず、さらに１０
０万円ちかい精算金を請求されることになります
。お住まいの高齢者は「まだ住宅ローンがたくさ
んあって、年金から払っているというのに、気の
遠くなる話ですよ。市長には、貧乏人を守る心で
やってほしい。」と語っています。
　市は原則的に、曳き屋（現在の住宅をひっぱっ
て移動すること）で町づくりをすると言っていま
すが、今回の質問への回答では、９６８軒のうち
、２６８軒は曳き屋ではなく、再築が必要になる
だろうとの見込みを示しました。
　全体の３割近くが、図のケースのように敷地に
住宅が入らなかったりなどの理由で曳き屋が難し
いというわけです。住宅がたちならぶ西口を「区
画整理」方式で整備するということが、いかに無
理なことであるかがうきぼりになっています。
　「将来も住み続けていけるようなまちをつくっ
ていきたい」との市の答弁がむなしく響きました
。

＜論点②　巨額の財政負担は福祉・教育などへし
わよせ＞
　区画整理事業は総額３５５億円もの巨費を投入
する計画です。鈴木議員は、市の負担が急激に増
える平成２４年からの５年間について、どうやっ
て資金を調達するのか質問しました。市はこの５
年間で約５６億円の借金をすること、「一般会計
」からは毎年約７億円の資金を投入することを答
弁。「一般会計」とは、福祉・教育・子育て支援
など、日々の市民のくらしを支える市のサイフで
す。現在は一般会計から毎年、約２億円を区画整
理に使っています。
　鈴木議員は「増える５億円は、どこからもって
こようと考えているのか」と質問。市はまもとに
示すことができませんでした。結局、巨額の工事
費は、福祉・教育・子育て支援など他の仕事を削
るか、増税をして捻出するしかありません。少子
・高齢化がすすみ、くらしが大変が市民が増える
もと、いづれも無理な話です。お金がかかりすぎ
る「区画整理」方式によるまちづくりは、市民全
体のくらしを破壊してしまいます。

＜論点③　環境への悪影響・膨大なごみ排出＞
　地球温暖化は、人類が地球上にすみつづけるこ
とができるかどうかに関わる大問題であることが
分かってきました。これからは、あらゆる計画に
、環境への負荷がどうなるのかの視点が欠かせま
せん。
　鈴木議員は「区画整理事業にともない、ＣＯ２
の排出はどの程度なされると見積もっているのか
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　羽村市の６月議会が開かれています。３名の共産党市議団は、暮らしをまもる立場に立

って、さまざまな問題について質問をおこなっています。

　今回は、１０～１２日におこなわれた一般質問のうち、鈴木たくや議員がおこなった

「羽村駅西口区画整理事業」についての質問の内容をお知らせします。

＜市がしめした設計図　　住民への驚くような、あきれるような負担＞

◆羽村市は、羽村駅西口地区の住宅を

どう移動してまちづくりをすすめるか

の具体的な「設計図」を示しました。

その中には驚くようなものがあります。

◆鈴木議員がとりあげたのは、右図の

ケース。敷地の面積は変わりませんが、

長方形が正方形になるため、家が入り

ません。

●家が敷地に入らない！
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◆しかも市は、建て替え費用の一部しか補償せず、１００万円ちかい精算金も請求すると

いうのです。家を壊せというだけでなく、多額の自己負担をせよというのです。

　お住まいのお年寄りは「まだ住宅ローンがたくさんあって、年金から払いながら細々と

暮らしているのに！市長には、貧乏人を守る心でやってほしい。」と怒り心頭です。

◆市は、原則として、曳き家（現在の住宅をひっぱって移動すること）で町づくりをする

と説明しています。しかし、鈴木議員の質問に対し、全体の３割近くが、図のケースのよ

うに建て替えが必要になると見込んでいると、市は答弁しました。

◆住宅が立ちならぶ西口地区を、まっすぐの町並みに変えるという「区画整理」方式での

まちづくりが、いかに無謀な計画であるかがうきぼりになっています。

　「将来も住み続けていけるようなまちをつくっていきたい」との市の答弁がむなしく議

場に響きました。

＜目がとびでるほどお金がかかる　　市民全体の暮らしにしわよせ＞

◆負担がおしつけられるのは、西口の住民だけで

はありません。市の計画は総額３５５億円もの巨

費を投入することになっており、市民全体の暮ら

しにその「しわよせ」がくることになります。

◆鈴木議員は、市の負担が急激に増える平成２４

年からの５年間について、どうやって工事の資金

を調達するのか質問しました。

◆市はこの期間に約５６億円の借金をすること、

「一般会計」から毎年約７億円の資金を投入する

ことを答弁。「一般会計」は、福祉・教育・子育てなど、日々の市民のくらしを支える市

のサイフです。現在はここから毎年、約２億円を西口区画整理に使っています。

●西口開発に暮らしの予算

が吸い取られる

家を動かし、

道路・下水道を作り直し、

まっすぐに。

(写真はまちなみの一例です）
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